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(非ショック領域)を置き，動物を入れて， 5 分間行動を観察した。総運動量 (TLA) の測定と同時
に，非ショック領域滞在時間 (NST) の推移を学習の指標として評価し，解析した。③神経病理学的
検討:手術 3 ヶ月後，還流固定を行い，その脳組織標本を作製 (HE染色，髄鞘染色)し，光顕及び電
顕にて観察した。④細胞骨格蛋白の検討:手術 2 ヶ月の脳組織について，その水溶性分画を電気泳動法
にて分析し， MA P 2 (microtubule-associated protein 2) , calspectin , clathrin などの細胞骨格関連
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蛋白量の変化を検討した。また，手術 3 ヶ月後の脳について，抗MPA2 抗体抗200K -neurofilaｭ
ment (200KN F) 抗体，抗GF A P (glial fibrillary acidic protein) 抗体を用いたABC法により
免疫組織化学的に検討した。
(成績)

























白 CMAP 2) ，ニューロフィラメント 200K蛋白，グリア線維酸性蛋白の変化について免疫組織化学的
手法などを用いて検討したところ，組織障害があまり明かでない部分においてもこれらの脂肪骨格蛋白
が変化しており，慢性脳血流低下状態は樹状突起，軸索，星状謬細胞それぞれに影響を与え，それらの
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変化が神経細胞障害の基礎として存在することが示唆された。
以上により，コイル状クリップを総頚動脈に装着した砂ネズミは慢性脳血流低下状態の病態研究や
治療法開発に有用な動物モデルとしてその意義は大であり 本研究は学位の授与に値すると考える O
-180-
